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今 月 の 表 紙
【町内小学校運動会】
　少し夏の暑さを感じるようになった５月中旬に、
町内３小学校で、運動会が開催されました。
　子どもたちは、お互いを鼓舞し、たたえ合いな
がら、日ごろの練習の成果を十分に発揮し、最後
まで全力を尽くしました。� （関連記事：Ｐ７）
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　スマートフォンやパソコンなどで町内の鳥獣被害状況を閲覧できる農作物被害マップの整
備を進めています。
　農作物被害マップは、被害状況アンケート調査の回答や、町民の皆さんからご提出いただ
いた被害情報・写真を随時、反映しマップを更新することができます。
　被害マップの整備含め、鳥獣被害の情報を集落と捕獲隊と町で共有する方法の検討を進め
てまいりますので、ご理解、ご協力をお願いいたします。
（なお、地図を閲覧したい方は農林建設課農林係までご連絡ください）

農作物の鳥獣被害が発生した場合には、農林建設課農林係までご連絡
ください。現地確認をさせていただくことがありますので、ご理解、
ご協力をお願いいたします。

野生鳥獣による農作物被害が
こんなにもでています！
　令和５年２月に町内に農地を持つ方に対し、農作物被害状況アンケート調査を行ないまし
た（700枚配布、188枚を回収）。今月号では、その結果報告をいたします。なお、被害
額は、出荷用の作物に限り掲載いたします。また、令和４年の被害額は現時点での暫定値で
あり、確定値ではございませんのでご了承ください。

○鳥獣の農作物被害額について
イノシシ� （単位：円）

令和４年 令和３年 増　減

只見地区 304,267 3,512,945 △3,208,678
朝日地区 773,622 0 773,622
明和地区 1,572,134 0 1,572,134
合　計 2,650,023 3,512,945 △862,922

⇒水稲や野菜の食害が見られます。
　畦畔の掘起し被害も多く回答がありました。

ハクビシン� （単位：円）

令和４年 令和３年 増　減

只見地区 106,226 13,545 92,681
朝日地区 502,443 1,234,654 △732,211
明和地区 0 1,966,713 △1,966,713
合　計 608,669 3,214,912 △2,606,243

⇒野菜の食害に加え、農業用資材が噛みちぎられる被
害がありました。

ニホンジカ� （単位：円）

令和４年 令和３年 増　減

只見地区 0 0 0
朝日地区 477,203 244,516 232,687
明和地区 3,872,253 622,593 3,249,660
合計 4,349,456 867,109 3,482,347

⇒朝日、明和地区で被害が拡大しています。
　水稲やリンドウの踏みつけ被害が甚大です。

ニホンザル� （単位：円）

令和４年 令和３年 増　減

只見地区 312,245 598,785 △286,540
朝日地区 0 139,880 △139,880
明和地区 381,864 66,765 315,099
合　計 694,109 805,430 △111,321

⇒水稲、トマト、栗など幅広い作物で被害が発生して
おります。

○農作物被害マップを作成しています！
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鳥獣被害低減のために
補助金をご活用ください！

◦只見町に住所を有し、かつ、町税等の滞納がない方。
◦狩猟免許等を新規に取得した者。または狩猟免許等を更新した者。

※注意点　補助金の交付決定後、５年間（または３年間）鳥獣被害対策活動に従事
せずに除隊される場合は、補助金を返還していただくことになります。

その他、詳細は下記問い合わせ先までご連絡ください。
〈農林建設課農林係〉電話：８２－５２３０
　　　　　　　　 メール：nourin@town.tadami.lg.jp

◦免許等の取得に係る各種講習会受講料及び申請手数料（全額）
◦医師の診断書料（上限あり）
◦銃器、銃器保管庫等の購入費（新規のみ、上限あり）

○農作物鳥獣被害防止対策事業費補助金
➡電気柵や防護ネットの設置、材料購入経費への補助制度です。

➡狩猟免許や銃砲所持許可等の新規取得、または更新に係る経費への補助制度です。

草刈りに必要な
消耗品購入費や
燃料費が該当し
ます！

被害現場の確認を
させてください。
⇒農林係に連絡

「交付決定通知書」を受領後、
資材を購入してください。
資材設置前後の写真を忘れず
に撮影してください。

設置後、「完了報告書」「請求書」
「設置時の写真」「資材購入に関わ
る領収書」を提出してください。

「申請書」「見積書」「設置場所の
地図」をご提出ください。
（区等が申請する場合は「管理運
営方針」が必要となります。）

実績を確認後、「補助
金確定通知書」をお
送りいたします。
⇒完了

１ ３

４２

５

今年度も
実施いたします!

補助金取得条件
①福島県猟友会南会津支部

只見分会に入会
②只見町有害狩猟鳥獣等捕

獲隊および只見町鳥獣被
害対策実施隊に入隊

③隊員として鳥獣対被害対
策活動に５年間従事
（更新した場合は３年間）

各種申請書等は、町の
ホームページからダウ
ンロードできます。

個人で対策するなら�
種　類 補助率 上　限
電気柵 2/3以内 10万円

防護ネット 1/2以内 5万円
緩衝帯整備 1/2以内（10ａ当たり

２万円以内） 5万円
その他 1/2以内 5万円

区や生産組合、捕獲隊で行うなら�
種　類 補助率 上　限

被害防除
対策費用 全　額 70万円

緩衝帯整備
全　額

（10ａ当たり
２万円以内） 5万円

※注意点　○申請前に購入された場合は補助対象外です。
　　　　　○過去に上限額までご利用された方でも再度補助申請が可能です。
　　　　　　（同一場所の再申請は、前回の申請から５年以上経過した場合のみ）

○狩猟免許等取得支援補助金

補　助
対象者

補助対象
経　費
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NEWS&FLASH

只見町住宅用太陽光発電システム設置モデル事業費補助金

福島県住宅用太陽光発電等導入支援補助金

福島県自家消費型住宅用太陽光発電設置モデル事業

○補助金の額　　　　太陽電池モジュールの公称最大出力１ｋｗあたり
・町内指名業者受注の場合　８０，０００円
・町外指名業者受注の場合　３０，０００円

※ただし、４キロワットを限度とします。
○募集期間　　　　　令和５年１２月２２日まで　※予算がなくなり次第終了となる場合があります。
○申込み・問合せ先　総務企画課企画係（℡８２－５２１０）

○対象システム、及び補助金の額
・太陽光発電システム　太陽電池モジュールの公称最大出力１ｋｗあたり４万円（上限１６万円）
・蓄電池システム　　　蓄電池の蓄電容量１ｋｗｈあたり４万円（上限２０万円）
・Ｖ２Ｈシステム　　　上限１０万円

○募集期間
令和６年３月１５日まで　※予算がなくなり次第終了となる場合があります。

○申込み・問合せ先
一般社団法人福島県再生可能エネルギー推進センター（℡０２４－５２６－００７０）

○対象システム、及び補助金の額
・太陽光発電システム、架台、パワーコンディショナー、その他付属機器（接続箱、直流側開閉器、交

流側開閉器）、設置工事に要する費用。
・補助金の額は、システムを構成する太陽電池の公称最大出力１ｋｗあたり７万円（上限４２万円）

○募集期間
令和６年２月９日まで　※予算がなくなり次第終了となる場合があります。

○申込み・問合せ先
一般社団法人福島県再生可能エネルギー推進センター（℡０２４－５２６－００７０）

太陽光発電システム等の導入設置には、
町や県からの補助金があります

　太陽光発電は二酸化炭素の排出が無く環境にやさしい発電方式です。発電した電気は、自家消費や売電するこ
とで電気料がお得になります。
　しかし、設置後には専門業者等のメンテナンスが必要となります。設置を検討する際は、維持管理も含めて設
置業者と相談しましょう。

売電有り 売電無しFIT契約有り FIT契約無し
町住宅用太陽光発電システム設置モデル事業 発電システム補助 ○ ○ ×

県住宅用太陽光発電設備等導入支援
蓄電池システム × ○ ○
V2Hシステム × ○ ○
発電システム（※） ○ ○ ○

県自家消費型住宅用太陽光発電設置モデル事業 太陽光発電システム等（※） × ○ ○
補助金最大合計額 ４８万円 １０４万円 ７２万円

� ※がついているものは併用不可

県の補助金と町の補助金は併用して使えるものがあります。
また、申請には要件等がありますので、まずは担当部署へご相談ください。

補助金使用可否表
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

只見町の春を感じる
ブナセンター自然観察会「春の花観察会」開催

ブナ林研究の専門家に聞く
ブナセンター講座「ブナ林を
研究するおもしろさ」開催

新緑のブナ林で学ぶ
ブナセンター自然観察会「新緑のブナ林観察会」開催

　只見町ブナセンター主催の「春の花観察会」が、
４月２９日に開かれました。
　観察会が行われた深沢集落近辺の森林では、カタ
クリやキクザキイチゲ、コシノコバイモなどの春植
物が花を咲かせ、参加者は只見町の春植物をじっく
りと観察しました。また、ナラ類の二次林の林床で
は、紙谷館長の解説で樹木の開葉と春植物の関係な
どについて学びました。
　他にもサシバやニホンアマガエルなど多くの生き
物を観察することができ、只見町の自然に対する理
解を深めました。

　森林研究・整備機構理事長の中静透氏を講師に、講演会「ブナ林を研
究するおもしろさ」が、４月３０日に只見公民館で開かれ、町内外から
約４０人が聴講に訪れました。
　中静氏は、戦後の二次林の成り立ちや、ササや動物との関係、また温
暖化がブナ林に与える影響などについて、長年にわたる調査の結果を基
に、自身の調査中の様々なエピソードを交えながら、解説しました。
　聴講後の質疑応答では、ブナ林生態研究の第一人者からお話しが聴け
る貴重な機会ということもあり、多くの質問が寄せられ、大盛況の中講
座が終了しました。

　毎年恒例となっている「新緑のブナ林観察会」が、
４月３０日に癒しの森で開かれました。
　今年は、通常の散策路が、ナラ枯れにより枯死した
大木が多く危険なため、迂回路を進んで目的のブナ林
まで進みました。
　参加者は、人の手が入っていない原生林に近い自然
林と、伐採後に再生した二次林を観察し、折り返し地
点の戸板山眺めからの雄大な景色を楽しみました。ま
た、当日の午前中に雨が降っていたため、タゴガエル
やキセルガイ類などの湿った環境を好む生物も見られ、
様々な自然環境を学びました。

▲紙谷館長から解説を聞く参加者

▲自身の経験を交えながら、お話しを
された中静氏

▲参加者が観察した原生林に近いブナ林
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務企画課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

只見線利用促進等事業補助金を活用
只見保育所　遠足でJR只見線に乗車

親子で楽しい時間を過ごす
第１回「かるがもクラブ」開催

　只見保育所は、５月１９日にＪＲ只
見線を利用し、魚沼市子育ての駅「か
たっくり」へ遠足に行きました。遠足
には、たんぽぽ組、ひまわり組、さく
ら組の子どもたちとその保護者２１組
が参加しました。
　当日は、会津坂下駅の薗田駅長がお
見送りに駆けつけました。他にも車掌
の帽子を貸していただくなど車両内で
も楽しめた遠足となりました。
　なお、この遠足には、只見線利用促
進等事業補助金を使用しています。

　今年度第１回目の「かるがもクラブ」が、
５月１９日に保健福祉センター保健室で開か
れ、７組の親子が参加しました。
　始めに開講式が行われ、吉津保健福祉課長
が「育児に忙しい時期ですが、あっという間
に過ぎてしまう時間でもあります。かるがも
クラブやあそびの教室を利用して、親子で楽
しく過ごしてください」とあいさつしました。
　また、今回はダンボールのバスに乗って風
船を取りに行く風船遊びなどをしながら、親
子の時間を楽しみました。

▲只見駅前で記念撮影をした参加した保育園児と保護者の皆さん

▲開催日は随時おしらせばんでもご連絡いたしますので、今年度もたくさ
んのご参加お待ちしています。

【補助対象者】
　町民が３人以上で構成するグループ

【補助金額】
　上限１０万円

【問合せ先】
　交流推進課　電話：８２−５２２０

【補助経費例】

○只見線利用促進等事業補助金

事　業　例 経　費　例

只見線を利用した旅行 参加者の只見線列車運賃
印刷代　施設入場料　等

駅前の除雪、
駅周辺の環境美化活動の実施

ごみ袋、軍手等の消耗品
花の種、苗木等
燃料費（草刈機、除雪機等）等

駅前を利用したイベントの開催 スタッフ賃金等
ポスター・チラシ等作成費
印刷代　燃料代　施設借上料
広告料　原材料費　等只見線関連商品の開発

　只見線を利用した旅行や駅周辺の景観整備に「只見線利用促進等事業補助金」がご利用いただけます。
　なお、詳細は交流推進課までお問い合わせください。
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

友達と全力でぶつかり合いました　町内小学校運動会

農業の大変さや工夫を学ぶ　町内小学校で田植え体験

　町内各小学校で運動会が行われました。（明和
小：５月１３日、只見小・朝日小：５月２０日）
　今年は来賓の方などの来場に制限はなく、多く
の方が応援に駆けつけました。
　運動会は、開会式の後、ラジオ体操で準備運動
を行い、応援合戦で紅組白組を互いに鼓舞し合い
ました。その後、短距離走や玉入れ、借り物競争
の他、宝拾いなどの来場者参加競技なども行われ、
児童や保護者、来場者まで一体となって盛り上が
りました。

▲「鼓笛パレード」（只見小）では息の合った演奏をしました

▲朝日小学校５年生（６月１日）

▲「朝日よっしゃこい」（朝日小）では、力強いよさこいを披露しました

▲明和小学校５、６年生（５月２２日）

▲「勝利を引き寄せろ！」（明和小）では、パワーだけでなく作戦も勝
敗を分けました

▲只見小学校５、６年生（５月１６日）

　町内３小学校は、町内農家の協力のもと（只見
小：新國真也さん、朝日地区：藁谷友活さん、
明和地区：馬場由人さん）、田植え体験を行いま
した。
　児童は、田んぼの感触を肌で感じながら、楽し
く一生懸命に田植えをしました。
　ご協力いただいた農家の方は「手植えするのは
大変だったと思います。お米作りの大変さを知っ
てもらうことで、毎日食べているご飯の有難さを
改めて感じてください」と児童に伝えました。
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地域おこし協力隊として Vol.102

　皆さんこんにちは！今回は朝日診療所の宣伝をさせてください。
その１：総合診療の専門家がいる！
　日常の健康問題を幅広く相談に乗れます。どの専門科にかかるか迷う場合もまずは診療所に気
軽に相談してみてください。必要に応じて他の専門医と連携をとりつつ対応いたします。膝・腰
の注射もできますよ！
その２：ＣＴ検査、超音波検査、胃カメラ検査ができる！
　各種健診・肺がん検診・胃がん健診で引っ掛かった人の精密検査ができます。診療所でCT検
査が置いてあるところはめずらしいのです。胃カメラは予約制で火曜日しかできないのでご注意
ください。もちろん採血・尿検査、レントゲン検査といった基本的な検査もできます。
その３：火曜日のみですが、完全予約制で夕方外来やってます！
　平日は午後４時までしか予約を受け付けていませんが、火曜日のみ夕方１８時３０分まで予約
がとれます。あいあい薬局で処方を受け取ることもできます。当日会計はできないので、別日に
改めて会計いただく必要がありますが、次週以降の火曜日であれば１８時まで会計可能です。日
中はお仕事で忙しくて受診できない方にお勧めです。
その４：土日祝日の急患対応もできる範囲でやっています！
　休診日なのですが、日中から夕方までは事前にお電話（Tel：０２４１−８４−２２２１）い
ただければ、急患の対応をしております。ただし、院内に置いてある急患用の薬しかありません
ので、定期的にご利用になっているお薬を処方してほしい方の対応はできません。休み明けの平
日まで待って受診してください。
　町民のみなさまのお役に立てることがあれば幸いです。これらの機能を担う看護師が不足して
おり困っていますので、もし働いてみたい方や知り合いにあてがある方は診療所までお声がけく
ださい。

　教育委員会でお世話になっています中島と申します。
　単身只見に来て１年になりました。冬の雪もくじけそうになりながらでも無事に春を迎えられ
たことは幸いでした。ドアを開けたら腰の高さまで雪が積もっていた衝撃は忘れません。しばらく
スコップ持って固まってしまいました。また、雪道の運転も先入観で怖がっていましたが、思うよ
りは運転できたので良かったと思っています。何より、町が白一色から色とりどりの花、木々に
芽吹いた若葉と色彩が戻った事に感動してしまいました。（晴れた日の雪景色も綺麗で好きです！）
　仕事についても教育振興対策である山村教育留学生の募集から入学後に行う対面式を終えた後
いろいろな事が頭の中を駆け巡りました。一つの事が終わったという達成感はありましたが、そ
れよりも反省点の方が勝っているので、今年度はその反省を活かしながら新たな募集活動を行っ
ていきたいと思います。
　町の皆様にもご協力をお願いすることがあるかと思いますがその時はどうぞよろしくお願いい
たします。

広報ただみ診療所
朝日診療所　所長　若

わか

山
やま

　隆
たかし

只見町に来て１年経ちました
只見町教育振興協力隊　中

なか

島
しま

　美
み

穂
ほ

朝日診療所のおすすめポイント
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ただみの文化遺産

た か ら モ
ノ発見！

　只見町でこれまで収集した民具約１万点のうち、
２，３３３点は国重要有形民俗文化財に指定されて
います。今回はその中から「サシコ」がほどこされ
ている仕事着を紹介します。

布を丈夫にするための「サシコ」
　「サシコ」とは、布を丈夫にするために、２、３枚
の布を重ねて、線を描くように刺

し

繍
しゅう

をしたものです。
破損した部分に当て布をして、線の刺繍をしたもの
もあります。例えば「ジバン」（写真１）は、布を丈
夫にするために２、３枚の布を重ね合わせた仕事着
です。また、「サシコジュバン」（写真２）のように、
破れた部分を小さな布で当て継ぎしたものも「サシ
コ」と呼ばれます。仕事着を最後までだいじに使っ
た様子が見られます。仕事着にはさまざまな文

もん

様
よう

の
布が当て布として使われました。そこには、素朴な

華やかな文様の「サシコ」
　同じ「サシコジュバン」でも、建て前（上棟式）
などの外での祝いごとで着るもの（写真３）には、
白い木

も

綿
めん

糸の「サシコ」で、縁起のよい麻の葉（茄
な

子
す

花
ばな

）などの幾
き

何
か が く

学文様がほどこされています。「サ

　「サシコタビ」（写真４）は、ゼンマイ採りなどの
山仕事の際に履

は

いた足袋です。けが防止や防寒のた
めに素足に着け、ワラジを履きました。側面には、

「サシコ」によって山型の文様がほどこされていま
す。文様を全面に
刺すことによって
布を丈夫にすると
ともに、華やかで
力強い印象をあた
えています。

　民具とは、人々が生活の中で作り出した道具のこ
とです。今回取り上げたどの「サシコ」も、さまざ
まな用途に合わせてそれぞれの家で作られました。
丈夫にするという実用性と、華やかな装飾性が共存
する民具ならではの面白さがあります。

第３回

「サ
刺 し 子

シコ」のちから

文・写真：原永円香

ただみ・モノとくらしのミュージアム　展示予告
第２回企画展「生誕百年 皆川雅

が

舟
しゅう

展 只見が生んだ渾
こん

朴
ぼく

の書人」
会期：2023年7月11日（火）～2023年10月9日（月・祝）
場所：ただみ・モノとくらしのミュージアム　展示ホール

▲写真１「ジバン」

写真２の拡大写真▲写真２「サシコジュバン」

美を見いだすことができ
ます。「サシコ」は、何
枚かの布を重ねているの
で、保温性が上がり、冬
の仕事着として活躍しま
した。

▲写真3「サシコジュバン」

▲写真4「サシコタビ」

シコ」文様は、特別な装
いらしい華やかな印象を
あたえます。「サシコ」文
様の仕事着は、伊南川流
域に特有で、南会津町で
は“南郷刺し子会”によっ
て「サシコ」技術の復興
と継承が行われています。

入館無料

9



町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
五
年
五
月
詠
草

�

馬
場　

八
智

施
設
よ
り
帰
り
て
眺
む
山
の
家
我
を
待
つ
が
に
福
寿
草
盛
り

�

関
谷
登
美
子

新
学
期
少
数
な
れ
ど
小
学
生
元
気
可
愛
さ
心
和
み
ぬ

�

目
黒　

富
子

春
た
け
な
わ
草
勢
ひ
て
花
々
の
混
じ
り
て
心
満
ち
て
癒
さ
る

�
立
花　

奏
音

初
節
句
迎
へ
し
息
子
に
袴
着
せ
短
き
手
足
に
余
る
袖
裾

�

新
国
由
紀
子

老
い
母
の
納
骨
済
み
て
も
仏
壇
を
訪
れ
く
る
る
人
の
多
し
も

�

渡
部
ヨ
リ
子

「
ま
た
来
て
ね
」「
今
度
ま
た
ね
」と
手
を
振
り
て
別
れ
て
来
し
が
訃
報
の
届
く

�

故　

新
国　

洋
子
（
遺　

作
）

漬
物
が
美
味
し
と
言
へ
ば
夜
遅
く
娘
が
野
菜
を
刻
む
音
す
る

只
見
俳
句
会　
五
月
定
例
会�

日
高
俊
平
太　

指
導

�

礼　

一
本
の
蕨
小
薮
に
伸
び
い
た
り

し
つ
ら
い
し
点
前
畳
や
緑
さ
す

�

修　

一

や
っ
と
春
戸
を
開
け
放
ち
風
よ
来
い

村
は
ず
れ
桜
一
本
満
開
に

�

信　

汗
拭
い
拉
麺
食
ら
う
屋
台
か
な

夏
浅
し
清
張
訪
ね
て
小
倉
か
な

�

都　

新
生
活
地
図
を
頼
り
の
親
放
れ

晴
れ
あ
が
り
空
の
ま
ぶ
し
さ
青
柳

　�

真
理
子

朝
朗
土
手
の
桜
の
色
づ
き
ぬ

山
頂
に
群
れ
登
る
ご
と
橅
若
葉

�

紺　

青

春
光
や
欠
伸
の
う
つ
る
子
ら
の
列

春
風
や
屋
根
見
下
ろ
し
て
丘
に
立
つ

�

恒　

夫

も
の
の
芽
や
年
々
減
る
わ
植
木
鉢

青
空
よ
初
蝉
の
声
届
い
た
か
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電話番号

税

今
月
の
納
期

６
月
27
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
町
県
民
税
（
１
期
）

●
水
道
使
用
料
（
１
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
６
月
分
）

総務企画課
　総務係　企画係　財政係
� ☎82-5210
町民生活課
　町民税務係� ☎82-5110
　生活安全係� ☎82-5100
保健福祉課
　保　健　係� ☎84-7005
　福　祉　係
　成年後見制度利用促進室
� ☎84-7010
農林建設課
　農　林　係� ☎82-5230
　建　設　係� ☎82-5270
交流推進課
　観光係　商工労働係
� ☎82-5240
　移住交流係
　薪エネルギー推進室
� ☎82-5220
　ユネスコエコパーク推進係
（ただみ・ブナと川のミュージアム内）

� ☎82-5963
会　計　室� ☎82-5120
議会事務局� ☎82-5300
農業委員会� ☎82-5230
教育委員会� ☎82-5320
学校給食センター� ☎84-7180
只見保育所� ☎82-2219
朝日保育所� ☎84-2038
明和保育所� ☎86-2249
朝日診療所� ☎84-2221
（歯科）� ☎84-2612
こぶし苑� ☎84-2101
只見公民館� ☎82-2141
朝日公民館� ☎84-2111
明和公民館� ☎86-2111

　

廃
棄
物
処
理
法
に
は
、「
何
人

も
、
み
だ
り
に
廃
棄
物
を
捨
て
て

は
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、こ
れ
に
違
反
し
て
廃
棄
物（
ご

み
）
を
投
棄
す
る
こ
と
を
「
不
法

投
棄
」
と
い
い
ま
す
。
た
と
え
自

分
の
土
地
で
あ
っ
て
も
違
反
行
為

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
土
地
の
所

有
者
は
、
自
分
の
土
地
を
清
潔
に

保
つ
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

不
法
投
棄
が
さ
れ
る
と
、
環
境

汚
染
が
生
じ
た
り
、
新
た
な
不
法

投
棄
を
誘
発
さ
せ
た
り
、
わ
た
し

た
ち
の
生
活
環
境
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
不
法
投
棄
の
発

見
が
遅
れ
る
と
環
境
汚
染
が
拡
大

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
ほ
か
、
行
為

者
の
特
定
が
難
し
く
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

未
遂
段
階
や
早
期
の
段
階
で
や

め
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
発
見
し
た
ら
、
た
め
ら

わ
ず
に
県
や
市
町
村
、
警
察
へ
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。 
な
お
、
行

為
者
に
接
触
す
る
こ
と
は
大
変
危

険
で
す
の
で
、
無
理
な
写
真
撮
影

や
声
か
け
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

県
民
一
人
一
人
が
「
不
法
投
棄

は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な

い
！
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
生

活
環
境
を
守
る
た
め
の
監
視
活
動

の
環
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
罰
則

　

不
法
投
棄
を
行
う
と
、
５
年
以

下
の
懲
役
若
し
く
は
１
千
万
円
以

下
の
罰
金
（
法
人
は
３
億
円
以
下

の
罰
金
） 

に
処
せ
ら
れ
、
又
は
こ

れ
が
併
科
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

未
遂
行
為
も
対
象
で
す
。

○
連
絡
先

只
見
町
町
民
生
活
課

生
活
安
全
係

☎
０
２
４
１
－
82
－
５
１
０
０

南
会
津
地
方
振
興
局

県
民
環
境
部
県
民
環
境
課

☎
０
２
４
１
－
62
－
２
０
６
１

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で

は
、
将
来
を
考
え
始
め
る
時
期
に

あ
る
中
学
生
を
対
象
に
、
職
業
選

択
の
ヒ
ン
ト
や
、
医
療
・
介
護
の

お
仕
事
の
魅
力
発
見
に
繋
が
る
体

験
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

病
院
や
施
設
で
働
く
方
々
が
、

普
段
ど
ん
な
お
仕
事
を
し
て
い
る

の
か
、
ど
ん
な
や
り
が
い
が
あ
る

の
か
、
実
際
の
現
場
で
聞
い
て
、

見
て
、
体
験
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。

　

医
療
・
介
護
の
分
野
に
興
味
が

【
問
合
せ
先
】

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

総
務
企
画
課

☎
０
２
４
１
－
63
－
０
３
０
２

６
月
、
９
月
は
福
島
県

「
不
法
投
棄
防
止
強
調
月
間
」

医
療
・
介
護
の

お
仕
事
体
験
事
業

お
知
ら
せ

あ
る
方
や
、
将
来
ど
ん
な
こ
と
が

し
た
い
の
か
分
か
ら
な
い
方
、
ま

ず
は
医
療
・
介
護
は
、
ど
ん
な
仕

事
な
の
か
を
知
っ
て
、
皆
さ
ん
の

将
来
の
選
択
肢
を
広
げ
て
み
ま
せ

ん
か
。

【
日
時
】

令
和
５
年
７
月
27
日（
木
）

午
後
１
時
～
５
時　

【
場
所
】

南
会
津
病
院
、
田
島
ホ
ー
ム

【
対
象
】

中
学
生
（
現
地
集
合
・
解
散
が

可
能
な
方
）

【
定
員
】
15
名

【
申
込
】

　

申
込
詳
細
に
つ
い
て
は
チ
ラ
シ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
次
に
掲
載

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
チ
ラ
シ
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
締
切
】

７
月
13
日（
木
）ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▶
チ
ラ
シ
は

　
こ
ち
ら

▶
申
込
フ
ォ
ー
ム

　
は
こ
ち
ら

広
報
た
だ
み
５
月
号

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
た
だ
み
５
月
号　
「
ミ
ニ

雪
像
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
紹

介
」
に
お
い
て
、
入
賞
作
品
「
お

か
え
り
」
の
作
者
名
に
誤
り
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
、
次
の

通
り
で
す
。

正
：
馬
場
晶
子

　

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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　１日　国道２５２号六十里越雪わり街道再開通
記念式典

　８日　定例庁議（新型コロナウイルス対策本部
会議）、南会津病院運営支援監来庁、イタ
リア人東北大学社会人学生パオラ氏来庁

　９日　只見線に係るＪＲ東日本東北本部要望
活動（仙台市）

１０日　南会津地方町村会総会、南会津地方林業
協会総会、南会津地方緑化推進委員会、
南会津地方広域市町村圏組合管理者会、
南会津地方環境衛生組合管理者会、南会
津防犯協会連合会総会（南会津町）

１１日　㈱会津ただみ振興公社取締役会、只見ふ
るさと研究会来庁

１２日　㈱季の郷湯ら里取締役会、会津赤べこ会
講演会（東京都）

１３日　ジャーナリスト櫻井よしこ氏講演会
１４日　要害山山開き
１５日　福島県水道協会定期総会（福島市）
１６日　ダム・発電関係市町村全国協議会理事

会・同定例総会（東京都）
１７日　議会全員協議会
１８日　栃木県那須町表敬訪問（那須町）

１９日　（公社）福島県森林・林業・緑化協会監事
会・同役員会（福島市）

２０日　朝日小学校運動会
２２日　国井雅比古氏他来庁
２３日　㈱会津鉄道社長他来庁、人材育成講演会

（職員研修）、只見町商工会総代会、舘岩
少年自然の家所長来庁、政策調整会議

２４日　南会津地方広域市町村圏組合議会臨時会
（南会津町）、南会津地方環境衛生組合議
会臨時会（下郷町）

２５日　㈱会津ただみ振興公社株主総会、只見町
農業再生協議会総会、㈱季の郷湯ら里株
主総会

２６日　「会津を拓く重点要望事項」にかかる本
省庁要望会（東京都）

２７日　会津よつば農業協同組合総代会（会津若
松市）

２８日　鉄路と生きるシンポジウム（福島市）
２９日　福島県町村会役員会（福島市）
３０日　福島県町村会定期総会、自治体ＤＸ推進

トップマネジメントセミナー（福島市）
３１日　南会津建設事務所 地域課題検討会、品

川成年後見センター来庁、森林管理署南
会津支署来庁

町長スケジュール〈５月分〉

只見町長　渡部　勇夫

広報ただみ町長室

◆
「
只
見
音
楽
研
究
会
60
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」
に

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
場
の
只
見
公
民
館
ホ
ー
ル
は
、
超
満
員
で
開
会

前
か
ら
期
待
と
喜
び
の
熱
気
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し

た
。

　
「
只
見
音
楽
研
究
会
」
は
昭
和
37
年
11
月
に
創
設

さ
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
は
多
く
の
有
名
な
歌
手

の
皆
さ
ん
と
の
共
演
の
歴
史
や
地
域
で
の
活
動
の
歴

史
な
ど
も
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
、
本
当
に
素

晴
ら
し
い
活
動
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
と
改
め
て
深
く

感
銘
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
か
ら
は
、
60
周
年
の
お
祝
い
の
言
葉
と
と
も
に

長
年
の
取
り
組
み
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
た
。

　

本
当
に
素
晴
ら
し
い
歌
声
と
演
奏
で
し
た
。
そ
し

て
皆
さ
ん
と
っ
て
も
か
っ
こ
良
か
っ
た
で
す
。

　

そ
し
て
ご
出
演
さ
れ
た
皆
様
、
及
び
、
関
係
者
の

皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
先
日
、「
茶
道
石
州
流
宗
家 

喜
楽
会
」
様
に
よ
る
茶

会
が
開
催
さ
れ
、
私
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

作
法
を
心
得
て
い
な
い
身
で
、
内
心
は
大
変
緊
張

し
て
い
ま
し
た
が
、
お
隣
の
方
が
茶
道
を
心
得
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
で
し
た
の
で
見
よ
う
見
ま
ね
で
、
時

折
優
し
い
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
緊
張
し
な
が

ら
も
至
福
の
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

毎
日
時
間
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
動
い
て
い
る
た
め
、

こ
の
よ
う
な
凛
と
し
た
空
間
で
の
お
茶
を
通
し
て
、

自
分
自
身
を
見
つ
め
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
度
は
も
う
少
し
作
法
を
学
び
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
い
た
先
生
は
じ
め
、
関

係
者
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
と
が
き

★しろがねの葉

★ぼくらの未来が変わる
　お金と生き方の教室

�【著】千早茜（新潮社）
　戦国末期、シルバーラ
ッシュに沸く石見銀山。
天才山師・喜兵衛に拾わ
れた少女ウメは、銀山の
知識と秘められた鉱脈の
ありかを授けられ、女だ
てらに坑道で働き出す。
しかし徳川の支配強化に
より喜兵衛は意気阻喪
し、庇護者を失ったウメ

� 【監修】池上　彰
� （Gakken）
　読者満足度99.7％　お
金のことと自分の生き方
について、深く考えられ
る革新的な一冊！
　お金を学ぶと、お金よ
り大切なものも見えてく
る。

は、欲望と死の影渦巻く世界にひとり投げ出さ
れた―。繰り返し訪れる愛する者との別れ、そ
れでも彼女は運命に抗い続ける。
　第１６８回直木賞受賞作。

目次　１　お金とは何か？
２　お金と世の中のしくみ
３　私たちの生活とお金
４　上手なお金との付き合い方
５　世界と日本の問題を知ろう
６　未来あるあなたへ伝えたいこと

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

（4月26日～5月25日届出分）敬称略

■おくやみ申し上げます
佐　藤　ミクニ　　85歳　　只　見
本　名　ミ　ヤ　　75歳　　福　井
目　黒　榮　一　　92歳　　舘ノ川
菅　家　ラク子　　92歳　　黒　谷
滝　沢　悦　也　　92歳　　蒲　生
船　木　ノフ子　　96歳　　黒　谷
小　林　キ　ヨ　　73歳　　只　見
齋　藤　德　雄　　89歳　　大　倉
五十嵐　久美子　　65歳　　黒　谷

▽
今
年
も
各
小
学
校
で
運
動
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
今
年
は
来
場
制
限
が
な
く
、

校
庭
に
は
多
く
の
声
援
が
響
き
渡
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
、
い
つ
も
以
上

に
頑
張
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▽
い
く
つ
か
補
助
金
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
し
た
。
該
当
事
業
の
実
施
前
に
相
談

や
申
請
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
担
当
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▽
徐
々
に
暑
さ
を
感
じ
る
日
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
熱
中
症
に
は
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

�

（
小
林
）

転入 ４２　転出 ２０　出生 ０　死亡 ７

令和５年５月１日現在
人　　口　３，７６５（＋１５）
　 男 　　１，８７０（＋　７）
　 女 　　１，８９５（＋　８）
世 帯 数　１，５８７（＋２８）
高齢化率　　　　　４８．９％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

○朝日公民館ではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。

朝日公民館

図書紹介
朝日公民館図書室

☎84－2111
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※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

℡0241（72）8355

■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／総務企画課総務係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5210

現在ただみ・ブナと川のミュージアムでは下記企画展を開催中です。
企画展「雪国のブナを極める」

会期：2023年4月15日（土）～７月24日（月）
場所：ただみ・ブナと川のミュージアム　2階ギャラリー

「春から初夏の野鳥観察会」５回目
日時：6月25日（日）9：00～12：00
集合：森林の分校ふざわ 駐車場に9：00集合　※事前予約制

また、6月には下記観察会を開催予定です。詳細は只見町ブナセンター
（0241－７2－8355）までお問い合わせください。

只見町ブナセンターからのお知らせ

　スズメと言えば、誰もが知っている身近な
鳥ですが、只見町にはもう１種別にスズメが
いるのはご存知でしょうか。それが、今回紹
介するニュウナイスズメです。
　スズメは、頬にある丸い黒斑が特徴的で、
雌雄とも変わらない羽色をしています。一方、
ニュウナイスズメはスズメより僅かに小さく、
頬に黒斑がありません。雌雄で羽色が全く異
なり、雄は背側が美しいレンガ色をしていま
すが、雌は薄茶色で、眼の上の白い眉斑が目
立ちます。鳴き声はスズメによく似ていますが、若干澄んだ声をしています。
　風変わりな和名には諸説あり、スズメの頬の黒斑をほくろ（古名で「にふ」）に見立てて、
ほくろがないことから「にふ無いスズメ」と呼ばれたことに由来する説などがあります。
　ニュウナイスズメは寒冷地で繁殖します。日本国内では本州中部を境に北を繁殖地、南を越
冬地として春秋に渡りを行います。営巣は、人家や電柱のほかに落葉広葉樹林の樹洞でも確認
されており、スズメほどには人の生活圏に依存していないようです。只見町では、山手や谷筋
の比較的小さな集落の周りでよく観察され、町の西側に多いようです。
　スズメを見かけた際には、ちょっと意識して観察してみてください。もしかすると皆さんの
家のすぐそばでも、ニュウナイスズメが雛を育てているかも知れません。

ニュウナイスズメ　（学名：Passer rutilans）
【スズメ目スズメ科】

▲ニュウナイスズメ　左が雄、右が雌。スズメと異なり頬に黒斑はない

▲スズメ　頬の黒斑が目立つ

� （写真・文 太田祥作）
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